
ＬＥＤ・抵抗の計算式 
■ＬＥＤ抵抗の基本的な計算式は次のようになります。 

（電源電圧［Ｖ］－順方向電圧降下［Ｖ］）÷順方向電流［Ａ］＝抵抗値［Ω］ 
 

■用語説明（図１） 

・電源電圧…電池の電圧や回路の電圧（ボルト）です。 

・順方向電圧降下…ＬＥＤのかかる電圧（ボルト）です、ＶＦ（ブイエフ）とも言

います、以下「ＶＦ」と表記。 

・順方向電流…ＬＥＤに流したい電流（アンペア）です。ＩＦ（アイエフ）とも言

います。以下「ＩＦ」と表記。 

・アノード…ＬＥＤのプラス側を慣習でアノードと呼んでいます、回路図では「Ａ」

と表記します。 

・カソード…ＬＥＤのマイナス側を慣習でカソードと呼んでいます、回路図では

「Ｋ」と表記します。 

 

例１ 電源電圧１２Ｖで、ＩＦを５ｍＡ流す場合（ＬＥＤのＶＦは３．１Ｖとする）、 

（１２－３．１）÷０．００５＝１７８０Ω 

実際の抵抗はＥ２４系列から選びますので近似値として１．５ｋΩ、１．６ｋΩ、１．８ｋΩ、２ｋΩ等があります。１ｋ

Ωの抵抗のみで合成する場合は２本直列にすることで２ｋΩの合成抵抗値が得られます（図２）。 

例２ 電源電圧５Ｖで、ＩＦを５ｍＡ流す場合は（ＬＥＤのＶＦは３．１Ｖとする）、 

（５－３．１）÷０．００５＝３８０Ω 

実際の抵抗はＥ２４系列から選びますので、近似値として３３０Ω、３６０Ω、３９０Ω、４７０Ω等があります。１ｋΩ

の抵抗のみで合成する場合、3 本並列接続することで３３３Ωの合成抵抗値が得られます（図３）。 

例３ 赤色の場合も同様です、電源電圧１２ＶでＩＦを５ｍＡ流す場合は（ＬＥＤのＶＦを１．８Ｖとする） 

（１２－１．８）÷０．００５＝２０４０Ω 

Ｅ２４系列の近似値として１．６ｋΩ、１．８ｋΩ、２ｋΩ、２．２ｋΩ等があります（図４）。 

例４ 電源電圧５ＶでＩＦを５ｍＡ流す場合は（ＬＥＤのＶＦを１．８Ｖとする）、 

（５－１．８）÷０．００５＝６４０Ω 

Ｅ２４系列の近似値として５６０Ω、６２０Ω、６８０Ω、７５０Ω等があります。１ｋΩの抵抗のみで合成する場合、２

本並列にすることで５００Ωの合成抵抗値が得られます（図５）。 

 

 

 

■抵抗の電力計算について 

抵抗は定格電力Ｗ（ワット）以内で使用する必要があります。 

抵抗が消費する電力（Ｗ）＜抵抗の定格電力（Ｗ） 
下記のように計算します。 

抵抗が消費する電力（Ｗ）＝ＩＦ（Ａ）×ＩＦ（Ａ）×抵抗値（Ω） 
例１の場合の抵抗が消費する電力は、 

 ０．００５×０．００５×１７８０＝０．０４４５Ｗ 

となります。 

 

■注意 

・上記の説明は代表的な計算方法です。実際はお使いになるＬＥＤのＶＦや条件で計算してください。 

・ＬＥＤは静電気に敏感です。特に白や青色等は静電気で破損する場合があります。 

・高温で長時間使用すると明るさの低下や色味の変化が起こります。自動車等、高温になる環境には向きません。 

・ＬＥＤを並べると明るさや色調のばらつきが目立つ場合があります。ＬＥＤは性能を均一に生産することは出来ません。 
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